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E型肝炎の概要 

 E 型肝炎は E 型肝炎ウイルス（HEV）の感染により引き起こされる急性肝炎であり、

劇症化し死亡に至ることもあります。HEVは肝臓で増殖し、胆管・腸管を経て糞便とと

もに体外に排泄されますので、衛生環境が整っていない発展途上国では水系を介した糞

口感染による流行性および散発性の E型肝炎が発生しています。一方、我が国も含めた

先進諸国においては、従前 E型肝炎は流行地域への渡航中に HEVに感染する輸入感染症

と考えられていました。しかしながら、この 20 年の研究により、欧米諸国や我が国の

原因不明と考えられていた急性肝炎患者や家畜ブタ、野生のイノシシやシカなどから流

行地域に分布している遺伝子型 1型、2型とは異なる新しい遺伝子型、即ち 3型そして

4型の HEV株が分離され、先進諸国にも固有の HEV株が常在し、原因不明とされていた

散発性急性肝炎や劇症肝炎の一部は

実は E 型肝炎であったこと、E 型肝炎

は HEVが主にブタをリザーバーとして

その肉や内臓を喫食することにより

ヒトに感染する人獣共通感染症であ

ることが明らかになりました。また近

年、免疫抑制状態の易感染性宿主では

HEV 感染が高率に慢性化し、中には速

やかに肝硬変を発症し、肝不全に至る

症例もあることが注目されています。 

 我が国では E型肝炎は四類感染症に分類され、診断後直ちに届け出ることが義務づけ

られています。そして、2011年 10月に IgAクラス HEV 抗体を検出する E型肝炎診断試

薬が保険収載されて以降、報告数は年々増加し、2018 年には過去最多の 442 例に達し

ました。2015 年 6 月には HEV 感染の予防などを念頭に食品衛生法に基づく「食品、添



加物等の規格基準」の一部が改正され、

ブタの肉や内臓を生食用に提供・販売

することが禁止されましたが、E 型肝

炎患者は減っていないのが現状であ

り、その原因の一部としてジビエ食材

からの HEV感染が疑われています。 

 

イノシシが原因の E型肝炎事例 

 ヒトへの HEV感染の最も重要なリザ

ーバーであるブタはイノシシが家畜

化されたものであり、両者は同属・同種の動物です。従って、ジビエの代表的食材であ

るイノシシもまた、ヒトへの HEV感染のリザーバーになります。イノシシが感染源とな

ったと考えられる国内の E型肝炎事例の一部を紹介します。 

 2003 年、鳥取県において 53 歳および 70 歳の 2 名の男性が E 型肝炎を発症し、不幸

にも 70 歳の患者は劇症肝炎で死亡しました。二人は友人同士で発症の 1〜2ヶ月前に 5

回にわたり生のイノシシの肝臓を喫食していました。患者からは遺伝子型 4型の HEVが

分離されました。 

 愛知県内で 2005年から 2006年に 4名の中高年男性が E型肝炎に罹患しました。いず

れも発症の 1〜2 ヶ月前に愛知県内で捕獲されたイノシシの肉や内臓を喫食していまし

た。4名は著明な肝逸脱酵素の上昇を示し、劇症化が懸念された 2名にはステロイドパ

ルス療法や血漿交換が施行され、幸い回復しました。分離された HEVの遺伝子型は全て

4型で、愛知県内で捕獲されたイノシシ由来の HEV株とほぼ 100%の塩基配列の一致率を

示しました。 

 2016 年、鳥取

県の 92 歳の男性

が E 型肝炎であ

ると診断されま

した。原因 HEV

の遺伝子型は 3

型でした。患者は

イノシシの乾燥

胆嚢を粉末にし

て水に溶かし、生

薬とし飲用して

いました。患者が

所持していた 18



個の乾燥胆嚢を調べたところ 7個が HEV陽性で、患者から分離された HEVと 99.8%の塩

基配列の一致率を示したことから、イノシシの乾燥胆嚢が感染源の E型肝炎であると考

えられました。 

 このほかにもイノシシの肉や内臓の喫食が原因であると考えられる多くの E 型肝炎

事例が報告されています。 

 

我が国のイノシシにおける HEVの感染状況 

 私どもの研究室で、2003 年から 2019 年 2 月までに東北地方から九州地方までの 32

府県で捕獲された野生のイノシシ 2902 頭について調査を行ったところ、9.2％の個体が

IgG クラスの HEV抗体陽性、即ち HEVの感染既往があり、全体の 3.6%に当たる 104頭の

イノシシが HEV RNA陽性、即ち捕獲時

に HEV に感染していました。分離され

た HEVの遺伝子型は 3型あるいは 4型

で、国内の E型肝炎患者や家畜ブタか

ら分離される株と類似していました。

また、HEV 感染の浸淫度は中部地方以

西で高い傾向が認められました。この

ように我が国の野生のイノシシの間

では HEV感染が維持されており、感染

中の個体の肉や内臓を喫食すること

により、E型肝炎に罹患すると考えられます。 

 

シカが原因の E型肝炎事例 

 イノシシと並ぶジビエの主要な食材であるシカが原因の E 型肝炎事例も報告されて

います。2003 年、兵庫県で 4

名の E 型肝炎の集団発生があ

りました。患者らが喫食した

共通食材は生のシカ肉（鹿刺

し）でした。いずれの患者か

らも遺伝子型 3 型の HEV が分

離され、その遺伝子の塩基配

列は一致していました。さら

に、食べきれずに冷凍保存さ

れていたシカ肉が調べられた

結果、患者から分離された HEV

と塩基配列が一致する HEV が



分離され、E型肝炎が人獣共通感染症であることが直接的に証明された初めての事例と

なりました。 

 現状では国内のシカでの HEVの感染頻度は高くはありませんが、イタリアやスペイン

では約 10%のシカから HEV RNAが検出されており、日本でも環境の変化によってシカで

の HEV 感染が増え、ヒトへの感染リスクが高まる可能性は否定できません。 

 

ジビエが原因の E型肝炎患者の地域差 

 我が国において E型肝炎の患者数は東日本に多く、患者の 70〜80%は関東地方以北に

偏在していますが、ジビエ食材が原因と疑われる E型肝炎事例はむしろ西日本で多く報

告されています。我々が行なった E型肝炎患者の調査でも、関東地方以北ではブタのレ

バー・ホルモンの喫食歴のある患者の

割合が多いのに対し、中部地方以西で

はジビエの喫食歴のある患者とブタ

が原因であると考えられる患者が同

数でした。これは東北地方以北にはイ

ノシシがほとんど生息していないこ

とに加え、中部地方以西においてイノ

シシの HEV感染の浸淫度が高いことが

原因であると考えられます。 

 

その他の動物からの HEV感染 

 HEV の宿主域は広く、ウサギ、マングース、ラクダなどからもヒトの HEVと類似のウ

イルスが分離されています。中国やフランスではその地域に固有のウサギ HEV がヒトに

感染した E型肝炎事例が報告されています。また、アラブ首長国連邦では肝臓移植後の

免疫抑制剤を使用中という状況下ではありますが、ラクダの肉やミルクの摂取によりラ

クダ HEVに感染し、慢性 E型肝炎を発症した症例も報告されています。 

 

安全なジビエのために 

 昨今のジビエブームの中、イノシシやシカを素材とする料理を提供する店が増えてい

ると聞きます。また、害獣駆除のために捕獲されたイノシシやシカの肉を地域興しの新

たな資源として販売するインターネットサイトなどもあります。そして「低カロリーで

高タンパク」、「ヘルシーな高級食材」といった宣伝文句がジビエブームに拍車をかけま

す。「新鮮なジビエ食材を直ちに冷凍してお届けするので安心・安全です！！」これ、

あり得ません。ウイルスは死んだ動物の肉や臓器中では増殖できません。細菌性の食中

毒のように不適切に保存された食材の中で病原体が増殖して、病原性を発揮するのでは

ないのです。また、ウイルスは肺吸虫やアニサキスなどの寄生虫のように食材の冷凍に



より死滅することもありません。食材の冷凍・冷蔵はウイルス感染症の予防に無効であ

るばかりか、ウイルスのタンパク質や核酸の変性を抑制し、感染力が強い危険な状態を

維持させる効果があります。即ち、ウイルスに汚染された新鮮な食材を冷凍・冷蔵で流

通・保存すれば、食材中のウイルスは感染性を失うことなく最も危険な状態で人に喫食

されることになるのです。 

 また、と畜場で屠殺され、十分に放血した後に解体された食肉とは異なり、特に自家

消費を目的として野外で捕殺・解体されたジビエの場合には血抜きが不十分であったり、

解体中に肉や内臓が血液で汚染されることもあります。肝臓で増殖した HEVは血液中に

も循環していますので、その

ようなジビエ食材では含まれ

る HEV の量も多くなる可能性

があります。 

 美味しいジビエを安全に楽

しむため、HEVの感染を予防す

る確実な方法は十分な加熱調

理です。HEVの感染性は 56℃、

1 時間の加熱では不活化され

ません。1cm角に切った HEV陽

性ブタレバーの場合、感染性

を消失させるためには 191℃

で 5分間炒める、または 5分間煮沸す

ることにより中心部の温度を 71℃以

上に加熱する必要があることが示さ

れています。特にかたまり肉の場合は

中心部までしっかり加熱することが

重要です。E 型肝炎患者にブタレバー

やジビエの食歴があった場合には、そ

の調理方法まで詳細に情報を聴取す

ることが必要です。 


